
封
・ アメ リカに お け る土壌 物埋 性 の

松 尾 一英 俊

かも コ・－ネル メこ学 に の み 滞 在 し ’こい ニ（ハ ’亡

尽去の 現況
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ぉ軒 L ≦土偶 7言1こいの で類 誌 で すが， 耀墟 を灘 謹L てき戸一三’こ′盲 、、鮒 レ∴・∴ 土こ し 」－1ご1就 こし

い。そ こJ）上 払 も離 軒 を専 攻 し た 乙7〕で エr・と く， M・ ご′つと○三三 二破 こ乍 が 巨言㌍とで ；㌔一つ
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でもつ て，蛸父添 削 己弟共 に学者 であ る0 こ叫 出クエご・・ R・ 工c l：1・○ユ1 款伽 破 損省 と芳紀

そエゴら九 る。 同 氏 も立 ミーさぺな 方
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こきに ほ・て9 5 占年 心 ミニユ 、」－J ⊥一 ′‡ウ5 7年 ミニ

滋併 弓の 藍 良 を 勤 め に 虔 で あ る。 ′i ？5 占特 大

むとつ た。1壬己荘 兜 ヒ大 の山 放 叫郎 川東 授 が こ‘つ

いる。掘 至J）方ほ別び

とつ で・ノ、る ェJ 〕総 督 与試 い て

として宍i伽 つ二万の 瑞賢 をお しち せ こ＿／たい 。 次に 示 ナ ノ〕が －十字iひ王

申に しな くて ニエな ら ′ない ヴほ で あ ご〕† そ れ に 多 少 の 朋 ミを川⊥ク∴f二もの で か 5 0

ぅ． 唱 榔 卜析 ‥分散 削 さニ〇こ⊥弓0 11 な る諷 最名 で呼ば れ る ごユ叫 う！t lこL 11 亡七ご 叫 0 jゝユ加 七っ

な使 用 し た。 ヒロペ ッ ト法 と 正y ま工・O m O t e r 法 を 榊 フせ た e 縫 卦 こつ い て iま A 皿 e 三’土c a エー

s o c まe 七7 ぎ O r  T ら 3 1 土 n g  M 且 七 日 r 土 a コ ー 8 が 署 賢 県 並 に 分 析 法 を 示 し て い る 0

2． 某比患 鑑比重及び孔隙率 ：試料 をC o r【∋と パ ラ フィ ソで放射 ノか 恥 碓潅 い ：分

析 し㍍ 耐 ヒ卦 渦 謹に G 乱日 出 d p ユa c e m e n l 沃 を も川 し、にc

5． 団粒 分 析 ：Y o ：1 e r グ）方 法 であつ ブム

4． 超遠 心 効堆 ～こよる粘 土 の 分 社。

5． 水分 当塩 ：遠 心 分離 法 ¢こ・よる。

占．畑 吸児曲線 ：加 r o 止S plato法と王）r6日durOnOmbrano法師つ仏前藷ほ

約 1 0 0αエ 損ブコ迄 ， 後者 は l ， 5 ， 1 5気 圧 で渕 崖 した。

7 T e n 臼i o m 6七e r ：ロr一 口．B 気 圧迄 の張 力 の 渕卦 こ用 し、るが＝ 肌 、た ビニ ールパ ／け

に空気 が何 度 も一入つ て 采て凶 つ た こ とを覚 え てい るo

b ． 浸 潤 と蹄場容 水量 ：2 フ ィ トの プ ラステ イ ク凝 の筒 （ 小 さい の を組 ん で所要 の長 さ と

す る ）を用 い た。

9． 空気 と ヰ♂〕渡 橋 比 ：普通 の方 法 。

－ 5 7 一



1 2 ． よる・欠分 の 細 琵
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呂那 托 終7 するよ うに 言わ九 た。
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′瑚 明，文献 とつけて学生に渡 さゴ・し・ この中約 1 0 職

■室 に ；£払東 とす る器具 は勿論 痛 え てあ る外 ，工僻

：りどこへ で も出力ゝ け で行 くし 部 分品 も自由に入 手 出来 ㌔ ヲ苧

称こ注 目 L て 御 紹 介 し た い の は 工・ A・・R 土c 壬1a r ま 臼 が 考 案 した P r 8 日S じr 9

皿う ‡ごiL〕r 几n 3 a p p a コーa h l 白 で ，
ことや 簡 単 な慣用 法 で私 はぜ ひ一 台欲 L い と念 ≦

滋顧してい るものでぁ るD 他 店痛民 ら が既に糾 さ九てい るが1 若干の蛇足 細 える

と〇直射 5 5 L叩 狭軌 上下板と，これ甜 圧せしめ紬 の故紛 糾 上げ金具が装置

で，上下阪欄 こ地 を入九・ ボンベより藷如 圧 ブコ棚 語一気圧計を経て導入する。

みの圧加 〕を－シ らで約 5 0 ～ 占D 分政道 L ，

望

とり化 し て 火分 を 測 定 す る （ 常 法 ）。工 e m o n 5

敦糾 こ噸 納 枇 電気如 法によ棚 」臓 宗を入れて・ いろいろな出 の脱鳩 即

納冠 していた。抑 緒 戦であろ うが賓点 として はl 上 下坂 を触 込むネヂを 1 5 ボ ン 三

ドー三′ノーヂ 紆 ” ネ チー出 し で 十 王い に 静 め・う こ 土，
ヴュ臼k l n g  m 5 m 加 a n 婚 簡 う こ と ， ガ

パイプを俊郎 るこ と等であろ う。 p 甘約 5 迄欄別 系 るので便利 である。

次に いわゆる細 物 研究がニヒ損化学 と軸 っ な ぐ所として， イオソ澄塊の仔。叩 の 三
5

釣 下に喧 な々蠣 を行っていプも 胤 臓 民細 字 との融合だ と言わ九ているが， 韻

ぎ叫 M l ユ叫 加 ユセちの研究は凱 いものである〇一別 i ユユer 毅郎 舶 等式

部舶 〔加 ro r… arln）の学部如 で石→ている輪作紬 の物制 敵 引鮒 七L、る。、箋

士秋 分・ 気・ 鴫 乳 湿度・を， 工・ B・ 抑 ／ミンチカ ード偶 々刻 打々抜 きこれを郎 ミ当確

釦 穣 してし、る0 始 点数鴫 咄 が甜 かち干に及ぶ歎 なものであつ払 冬に，なつ

て舶 を鮒 為に主舶 を窒に・持込んで分凱 ていたが・ 歯削 っを見ても軋 く立派な

のに→ ▲うらやましくなつ㍍ このように湖凱 げ －・タは豊明 で鮒 けられて，庄意

の犠 地 帥 纏通 約 －ブ博 して くれ砧 こゝらが アメ リカ的だと思 う。

終柁 1 9 5 7 和 Am o r・ S（川・ぜ A g r o nⅧ y の5 8 周年大会での講演題弛 分

賎し て・ 大 海 の土 盛物理 研 究の頓 向を お 伝 え し よ う。

叫中金次弧 粥 英一：土細 分測紗 〕観 土肥誌・ 29 ：－29～て54，、19 5 8．
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乙・ 土 糾 分 に耶 ‾一二5 もの ：H 苗J こ打 うち に畑倣 うゝ くノが－・、と桝 如こ よる ギヾご

て い る。

も∴ 一1

わ一摂綻 法 ：中性 引 こよる脚韻容水壌。 ア，しコ 叫 鰭 に よる団粒の安芳 私 費無籍馳

熟 読詩境。動 力に よる採土器 。

C・ 駈 の脚 化学に絹するもの 二粘加 体亀 竣上と電気二望層の韻係0 乱 根株境界

の物矧 ヒ半口 作物 生 育の 物現 。 イオ シグ〕集 債。

且．そ の他 ：2 撰 。

あ まり簡単でお わか り軌 、か と思われ ノ拭 これ仁）ほ次 々に学会誌 に・出ているの で省略

させ て い 式二だ ㌧、た。

結論 を強いて出すならば土盛物∃紺 門に遥学系でない学 生が多 く来ていて，職 業教授 の

下で異つた技術，異っ た感覚 で土日 を研 究してい た0 例えば線上‘てつ いて土射 手の 電気

的二重層 との舶 を手伝つ た エ・ A・ C a 日日君は・ 槻 学の専政 生であ るが僻 事（A f∃とう土日

t a n 七有給 ）の席 が 同学 部 に．な かっ た為 丸正1 ユユe
の下に済 ：い た時の併 究成淡 で

あつ た。勿 論 この場 合 とほ 連 の ケ ース の 人 も い㌔ こ 〝〕よ うな・端 境 が 新 しい も〝）を産 む 有

力な変 え となつ て い るの であ ろ う。
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